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①
新
幹
線
問
題
、
光
と
影
に
つ
い
て

江
原
議
員

こ
の
間
、
武
雄
市
が
新
幹
線
建
設

費
に
投
入
し
て
き
た
金
額
は
い
く
ら
で

す
か
。

営
業
部
長

武
雄
市
の
費
用
負
担
は
７
億
９
１

０
０
万
円
で
す
。
そ
れ
と
、
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
の
費
用
は
、
在
来
線
側
は
９

１
６
５
万
４
２
０
０
円
、
新
幹
線
側
は

１
億
５
０
２
２
万
２
６
０
０
円
で
す
。

江
原
議
員

Ｊ
Ｒ
が
高
橋
駅
と
北
方
駅
の
ト
イ

レ
を
２
月
末
で
封
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
張
り
紙
に
は
び
っ
く
り
で
す
。

企
画
部
長

昨
年
１
０
月
に
、Ｊ
Ｒ
か
ら
廃
止
を

し
た
い
と
報
告
が
あ
っ
た
。

市
長今

後
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
ト
イ
レ
を

再
開
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

②「
国
葬
」
に
つ
い
て

江
原
議
員

７
月
８
日
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
元
総
理
の

国
葬
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
「
国
葬
」
実
施
に
関
す

る
世
論
調
査
結
果
は
反
対
が
多
数
と
い

う
状
況
で
す
。
私
は
岸
田
政
権
に
よ
る

国
葬
は
憲
法
違
反
で
す
。
第
１
に
、
憲

法
１
４
条
が
示
す
法
の
下
の
平
等
に
反

す
る
。
第
２
に
、
憲
法
１
９
条
の
思
想

及
び
良
心
の
自
由
に
反
す
る
か
ら
で

す
。
戦
前
の
国
葬
令
は
日
本
国
憲
法
と

両
立
し
な
い
と
し
て
失
効
し
ま
し
た
。

法
的
根
拠
の
な
い
国
葬
を
内
閣
の
閣
議

決
定
で
行
う
こ
と
は
道
理
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
、
統
一
協
会
と
の
関
係
で

も
国
葬
は
免
罪
符
に
な
り
ま
す
。
中
止

す
べ
き
で
す
。
市
長
、
教
育
長
に
質
問

し
ま
す
。
国
葬
に
参
加
し
な
い
こ
と
、

市
民
や
市
職
員
、
学
校
に
弔
意
を
強
制

し
な
い
こ
と
を
求
め
ま
す
が
、
認
識
と

答
弁
を
求
め
ま
す
。

市
長現

在
、
市
役
所
の
ほ
う
に
政
府
か

ら
弔
意
に
関
す
る
要
請
文
書
は
来
て
お

り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
本
来
は
、
国
が

国
葬
で
や
る
と
決
定
し
た
以
上
は
、
中

央
政
府
、
地
方
政
府
、
や
は
り
そ
こ
は

一
貫
し
た
方
針
を
示
す
こ
と
が
必
要
と

個
人
的
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
が
現
在

は
そ
う
い
う
状
況
で
す
。

私
と
し
て
は
国
が
国
葬
を
す
る
と

決
定
し
た
以
上
は
、
地
方
政
府
で
あ
る

地
方
自
治
体
も
、
や
は
り
そ
こ
は
、
何

ら
か
の
弔
意
を
示
す
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

い
し
、
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
弔
意
を
示
す
た
め
に
、
市
庁
舎
に

半
旗
を
掲
揚
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。職
員
へ
の
黙
祷
は
強
制
し
ま
せ
ん
。

当
然
、
教
育
委
員
会
へ
の
要
請
も
行
う

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
長

国
か
ら
国
葬
に
関
し
ま
し
て
、
弔

意
表
明
等
の
要
請
等
も
あ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
特

段
の
対
応
を
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

江
原
議
員

世
論
調
査
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

一
内
閣
の
決
定
で
国
葬

を
行
う
こ
と
は
憲
法
違

反
だ
か
ら
で
す
。

私
は
、
市
長
が
半
旗

を
掲
げ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、市
民
、

国
民
を
分
断
し
て
い
る
、
こ
の
政
府
の

強
硬
な
姿
勢
に
対
し
て
「
半
旗
」
を
掲

げ
る
こ
と
に
対
し
て
も
止
め
る
べ
き
だ

と
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

③
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

江
原
議
員

こ
の
制
度
は
、
在
宅
で
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
介
護
が
必
要
な
２
０
歳
以

上
の
方
へ
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

宅
な
ど
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
４
・

５
の
方
な
ど
も
受
け
取
れ
る
。
た
だ
、

所
得
制
限
や
認
定
基
準
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
別
障
害
者
手
当
の
対
応
に

つ
い
て
、
８
月
号
の
市
報
の
報
道
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
自
宅
で
要
介
護
認
定

の
４
と
５
が
入
っ
て
い
な
い
で
す
よ
。

こ
の
制
度
の
周
知
を
や
る
べ
き
と
訴
え

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
理
事

制
度
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
を
通
じ
て
周
知
の
徹
底

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

④
防
災
行
政
無
線
、
戸
別
受
信

機
に
つ
い
て

江
原
議
員

こ
れ
ま
で
、
防
災
行
政
無
線

の
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
で
取

り
上
げ
質
問
し
て
き
ま
し
た
。

市
長
が
「
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
を
議
会
の
議
決
を

得
な
い
ま
ま
」
進
め
て
き
ま
し
た
。
監

査
委
員
会
に
「
監
査
請
求
」、
一
昨
年

１
２
月
末
佐
賀
地
裁
に
「
住
民
訴
訟
」

の
提
訴
を
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

僚
議
員
か
ら
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
部
長
に
質
問
で
す
。
こ
の
戸
別
受

信
機
は
動
産
で
す
か
、
動
産
で
は
な
い

の
で
す
か
。
再
度
答
弁
を
。

総
務
部
長

一
般
的
に
は
動
産
と
い
う
こ
と
で

す
。

江
原
議
員

不
動
産
以
外
は
全
て
動
産
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
、
管
理
台
帳
に

の
せ
て
あ
る
の
で
す
か
。

総
務
部
理
事

一
般
的
に
公
会
計
上
の
分
類
で
は
、

物
品
単
価
が
５
０
万
円
未
満
の
も
の

は
、
費
用
、
物
品
費
に
計
上
さ
れ
る
。

江
原
議
員

（
左
の
写
真
）
市
民
に
貸
与
申
請
書

兼
同
意
書
を
取
ら
れ
た
が
、
こ
の
戸
別

受
信
機
の
所
有
者
は
誰
で
す
か

総
務
部
理
事

所
有
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
武
雄

市
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
原
議
員

今
、
よ
う
や
く
市
の
も
の
だ
と
お

認
め
に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
ワ
ン
社
と
契
約
さ
れ
た

５
億
７
８
４
１
万
２
２
０
０
円
で
す
。

１
万
５
千
台
の
予
定
が
約
１
万
台
の
世

帯
に
設
置
で
す
。
支
払
金
額
は
４
億
５

４
８
万
６
６
２
０
円
で
す
。
市
条
例
に

あ
る
「
議
会
の
議
決
」
が
必
要
な
の
で

す
。

⑤
道
路
行
政
に
つ
い
て

江
原
議
員

北
方
町
の
市
道
九
羽
見
線
（
下
の

写
真
）
で
歩
行
自
転
車
の
交
通
妨
害
の

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
こ
と
で
市
に
除

草
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
除
草
で
き

ま
し
た
。し
か
し
毎
回
毎
回
で
す
の
で
、

半
永
久
的
な
対
応
が
で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
長

効
果
的
な
防
草
対
策
検
討
し
た
い

江
原
議
員

最
後
に
国
道
３
５
号
線
西
谷
峠
（
左

の
写
真
）
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
改
良
工
事
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
の
答
弁
を
。

ま
ち
づ
く
り
部
長

令
和
５
年
度
に
か
け
ま
し
て
Ｊ
Ｒ

の
鉄
道
橋
の
前
後
の
工
事
を
予
定
さ
れ

て
い
る
。
武
雄
側
と
山
内
側
の
道
路
改

良
工
事
に
入
る
。
完
成
に
つ
い
て
は
明

言
で
き
な
い
と
。（
国
土
交
通
省
）

九州新幹線長崎ルートは、建設費約６１９７

億円です。武雄市がこれまでの建設負担分は

７億９１００万円。これに武雄温泉駅内の観

光交流センター分２億４１８７万６８００

円。さらに武雄温泉駅前広場の建設費に４億

４８６３万５０００円です。合わせると約１

４億８１５１万１８００円となります。

江
原
一
雄
の
9
月
市
議
会
報
告

（
一
般
質
問
か
ら
）

戸
別
受
信
機
が
「
市
の
所
有
」

な
ら
「
議
会
の
議
決
」
が
必
要

早
く
改
修
工
事
の
完
成
を

介
護
保
険
の
要
介
護
４
・
５
の
方
に

「
国
葬
」
は
憲
法
違
反

新
幹
線
武
雄
市
負
担
金
及
び

関
係
経
費
約
1
5
億
円

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
高
橋
、
北
方
駅
の

　
　
　
　

ト
イ
レ
２
月
末
で
廃
止

市
長
「
Ｊ
Ｒ
に
、
ト
イ
レ
再
開
を

　
　
　

要
望
し
て
い
く
」

切
実
な
市
民
要
求
を
取
り
上
げ
て

高橋駅（左）北方駅（右）トイレ封鎖の貼り紙

5 月 11 日武雄温泉駅に走行試験で入る「かもめ」

戸別受信機
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た
だ
い
ま
議
案
と
な
り
ま
し
た
、

第
6
5
号
議
案
令
和
３
年
度
武
雄
市

一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
反

対
の
討
論
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
14
日
、
豪
雨
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
床
上
床
下
浸
水
１
，

７
０
０
戸
を
超
え
る
大
変
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
力
を
合
わ
せ
て
復
旧
の
た

め
の
年
度
で
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
令
和
３
年
度
の

一
般
会
計
、
歳
入
総
額
３
３
４
億
９
，

６
９
３
万
７
，
６
５
３
円
で
す
。
歳

出
総
額
は
３
０
８
億
８
，
７
２
８
万

３
，
９
８
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

差
引
残
額
２
６
億
９
６
５
万
３
，

６
７
３
円
で
す
。

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
、

１
０
億
１
，
１
２
２
万
２
，
０
０
０

円
を
差
し
引
き
し
て
、
実
質
収
支
は

１
５
億
９
，
８
４
３
万
２
，
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
財
政
運
営
と
し
て
、

こ
の
９
月
補
正
予
算
に
繰
越
金
と
し

て
１
５
億
９
，
２
４
３
万
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
昨
年
度
、
令
和
２
年
度
で
は
４

億
１
，
３
６
１
万
７
，
０
０
０
円
で

す
か
ら
、
３
．
８
５
倍
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
基
金
繰
入
金
と
し
て

財
政
調
整
基
金
に
６
億
６
，
５
０
０

万
円
、
減
債
基
金
に
２
億
円
、
公
共

施
設
整
備
基
金
に
３
億
６
，
０
０
０

万
円
を
、
合
計
１
２
億
２
，
５
０
０

万
円
が
基
金
繰
入
金
に
戻
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
た
め
込
み
の
財
政

運
用
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。予

算
の
運
用
に
問
題
が
あ
っ
た
と

考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

関
連
し
て
、
そ
の
歳
出
に
つ
い
て
、

６
点
に
問
題
あ
り
と
し
て
、
そ
の
支

出
に
反
対
を
申
し
上
げ
ま
す
。
第
１

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料
の

４
１
６
万
５
，
６
２
９
円
で
す
。

業
務
委
託
会
社
、
大
平
商
会
に
業

務
委
託
と
し
て
令
和
元
年
度
３
，
６

３
７
万
６
，
１
９
０
円
、
令
和
２
年

度
１
億
１
，
８
４
５
万
６
，
８
０
０
円
、

令
和
３
年
度
４
１
６
万
５
，
６
２
９

円
、
合
計
１
億
５
，
８
９
９
万
８
，

６
１
９
円
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
寄
附
を
し
て
い
た
だ

い
た
約
２
万
８
，
０
０
０
件
に
も
及

ぶ
返
礼
品
の
遅
延
を
発
生
し
て
、
そ

の
謝
罪
も
な
く
、
ま
た
、
市
議
会
に

設
置
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
委

託
業
務
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
で
は
、
証
人
喚
問
さ
れ
た
証
人

で
あ
る
、
大
平
商
会
、
田
中
大
志
朗

氏
は
、
宣
誓
も
証
言
も
拒
否
す
る
。

そ
の
行
為
を
断
じ
て
許
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
感
情
は
、
い
ま
だ
真
相
解

明
を
求
め
る
声
は
大
な
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
平
商
会

に
契
約
不
履
行
と
し
て
武
雄
市
が
求

め
て
い
る
３
，
８
０
７
万
８
，
８
０

３
円
の
返
金
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま

す
。ま

し
て
、
令
和
元
年
か
ら
令
和
３

年
に
わ
た
っ
て
武
雄
市
が
支
払
っ
た

業
務
委
託
料
１
億
５
，
８
９
９
万
８
，

６
１
９
円
、
ま
る
ご
と
全
額
、
武
雄

市
の
不
名
誉
、
信
用
失
墜
の
責
任
と

し
て
武
雄
市
は
全
額
の
返
金
を
求
め

る
こ
と
こ
そ
市
民
の
思
い
に
寄
り
添

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
市
長
と
執
行
部
の
責
任

で
す
。

担
当
部
長
の
懲
戒
処
分

も
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
軽
い
処
分
は
公
表
し

な
く
て
い
い
と
い
う
内
部

規
定
だ
か
ら
と
、
こ
の
言

い
分
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

反
対
の
理
由
の
第
２
に
、
防
災
情

報
発
信
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料

２
億
７
，
３
４
８
万
６
，
６
２
０
円

の
支
出
に
問
題
あ
り
で
す
。

前
年
度
、
令
和
２
年
度
に
１
億
３
，

２
０
０
万
円
と
合
計
す
れ
ば
４
億
５

４
８
万
６
，
６
２
０
円
の
公
金
支
出

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
示
さ
れ

た
全
体
事
業
費
が
６
億
８
，
６
９
０

万
７
，
０
０
０
円
の
事
業
計
画
を
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
設
置
事
業
で
の
契
約
金
額
は
５

億
７
，
８
４
１
万
２
，
１
２
０
円
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
契
約
金
額
は
、
地
方
自
治
法

や
市
の
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、

予
定
価
格
が
１
億
５
，
０
０
０
万
円

以
上
の
「
工
事
ま
た
は
製
造
の
請
負
、

そ
し
て
２
，
０
０
０
万
円
以
上
の
財

産
の
取
得
ま
た
は
処
分
」
で
定
め
ら

れ
て
い
る
、「
議
会
の
議
決
」
を
必
要

と
す
る
も
の
を
、
市
長
は
「
議
会
の

議
決
」
を
す
る
こ
と
な
く
支
出
し
て

い
る
の
で
す
。
法
と
条
例
に
則
っ
て

市
の
行
政
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
は

当
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

近
隣
の
他
の
市
町
村
で
は
、
当
然

「
議
会
の
議
決
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
市
民
有
志
に
よ
る
監
査

委
員
会
へ
の
住
民
監
査
請
求
、
そ
し

て
佐
賀
地
方
裁
判
所
へ
の
住
民
訴
訟

が
訴
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
判
決
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
長
の
責
任
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

を
審
議
し
た
令
和
２
年
３
月
11
日
、

総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
当
時
の

担
当
課
長
は
「
６
月
議
会
で
承
認
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
説
明
し
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
こ
の
９
月
議
会
で
の
担
当

理
事
は
、
戸
別
受
信
機
は
「
市
の
所

有
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
め
た

答
弁
で
す
。
ま
さ
に
防
災
行
政
無
線
、

戸
別
受
信
機
の
契
約
は
、「
議
会
の
議

決
」
が
必
要
だ
っ
た
と
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
の
契
約
は
違
法
で
あ
る

と
の
判
決
が
下
さ
れ
る
も
の
と
確
信

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
３
に
、
前
市
長
が
独
断
で
民
間

委
託
し
た
、
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

指
定
管
理
料
１
億
７
，
８
０
３
万
円

の
支
出
で
す
。

私
は
問
題
に
し
て
き
ま
し
た
け
れ

ど
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
物
販
場
所
、
カ

フ 

ェ
、
そ
し
て
こ
ど
も
図
書
館
の
カ

フ
ェ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
面
積 

５
０

９
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
４
４
８
万
２

５
５
円
の
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料

の
減
額
２
分
の
１
は
撤
廃
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

当
初
の
金
額
、
満
額 

８
９
６
万
５

１
０ 

円
を
請
求
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
３
６
５
日
、
９
時
か
ら
９

時
の
営
業
日
時
で
あ
り
、
文
化
会
館

の
閉
館
日
の
あ
る
業
者
と
同
じ
く
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
０
０
％

規
定
に
基
づ
い
て
徴
収
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
民
間
委
託
で
廃
止
さ
れ
た

蘭
学
館
の
復
活
で
す
。
日
本
の
蘭
学

の
拠
点
の
地
と
し
て
、
元
に
戻
す
べ

き
こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
す
。

第
４
に
、
教
育
費
の
花
ま
る
関
係

経
費
の
１
，
２
１
３
万
７
，
３
５
３

円
で
す
。

予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
花
ま
る
学
習

会
講
師
謝
金
２
４
０
万
円
、
官
民
一

体
型
学
校
改
善
検
討
委
員
会
委
員
謝

金
１
１
万
円
、
職
員
旅
費
１
７
万
円
、

費
用
弁
償
２
６
万
円
、
花
ま
る
タ
イ

ム
ほ
か
教
材
費 

２
８
９
万
円
、
地
域

学
校
協
働
本
部
事
務
用
品
１
１
万
円
、

花
ま
る
タ
イ
ム
教
材
印
刷
７
５
０
万

４
，
０
０
０
円
、
花
ま
る
学
習
会
常

駐
支
援
員
リ
ー
ス
車
燃
料
代
６
万
３
，

０
０
０
円
、
花
ま
る
学
習
会
常
駐
支

援
員
住
居
借
上
料
１
３
１
万
４
，
０

０
０
円
、
花
ま
る
学
習
会
常
駐
支
援

員
自
動
車
借
上
料
２
３
万
８
，
０
０

０
円
の
関
連
経
費
で
す
。

こ
の
事
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の

が
平
成
２
７
年
、
２
０
１
５
年
か
ら

７
年
間
を
見
て
み
ま
す
と
、
決
算
合

計
金
額
で
９
，
６
３
６
万 

４
，
４
３

２
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
令

和
４
年
度
の
こ
の
予
算
を
加
え
ま
す

と
、
こ
れ
ま
で
支
出
し
た
金
額
の
総

額
は
１
億 

１
，
１
２
５
万
３
，
４
３

２
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。

「
メ
シ
が
食
え
る
大
人
」
が
、
こ
の

花
ま
る
学
習
会
の
教
育
方
針
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
前
市
長
が
独
断
で
導

入
し
た
と
き
か
ら
、
公
教
育
の
場
に

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
申
し
上
げ
、 

中
止

す
る
こ
と
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
声
は
年
を
追
う
ご
と
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

１
０
年
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
中
止
を
求
め
て
、
そ
の
準
備
を

す
べ
き
こ
と
を
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

第
５
に
、
窓
口
業
務
委
託
料
２
，

７
８
３
万
８
，
３
１
６
円
の
窓
口
業

務
の
民
間
委
託
料
の
支
出
と
、
窓
口

カ
ウ
ン
タ
ー
改
修
工
事
９
７
万
３
，

５
０
０
円
の
支
出
に
反
対
で
あ
り
ま

す
。市

民
の
個
人
情
報
に
関
す
る
事
務

は
、
特
別
な
秘
匿
が
求
め
ら
れ
る
行

政
事
務
で
あ
り
ま
す
。
民
間
委
託
に

は
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、
導
入

の
た
め
の
経
費
節
減
と
い
う
言
葉
で

は
図
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
と
に
戻
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。

反
対
の
理
由
の
第
六
に
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
事
務
費
交
付
金
１
，
５
７

６
万
５
，
４
０
０
円
の
支
出
は
承
服

で
き
ま
せ
ん
。

国
、
政
府
は
遮
二
無
二
デ
ジ
タ
ル

改
革
と
し
て
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
に
躍
起
で
あ
り
ま
す
。 

情
報
漏
え
い
の
不
安
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
安
心
安
全
性
が
担
保
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ 

ー

ド
の
広
が
り
が
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
政
府
は

来
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
を
普
通
交 

付
税
に
算
定
し
、

全
国
の
平
均
値
以
下
に
は
厳
し
い
措

置
を
検
討
す
る
と
ま
で
表
明
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
、
政
府
の
強

権
的
な
措
置
は
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る

と
声
を
大
に
し
て
、
政
府
に
市
長
は

物
申 

す
べ
き
こ
と
だ
と
訴
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
反
対
の
理
由
を
指
摘
し
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
対
し
て
、
認
定
し
が
た
い
と
し
て
、

反
対
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

採
決
の
結
果
は
、
江
原
議
員
ほ
か

全
員
賛
成
で
し
た
。

４
３
年
前
の
「
山
内
民
報
」
で
「
国

際
勝
共
連
合―

統
一
教
会
の
イ
ン
チ

キ
商
法
・
募
金
に
ご
注
意
を
」
と
し

て
報
道
し
、
被
害
者
の
救
済
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

R
３
年
度
武
雄
市
一
般
会
計
決
算
の
討
論
に
つ
い
て

10
月
3
日 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

江
原
議
員
、
６
点
で

　
　
　
　
　

反
対
討
論
に
立
つ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　

強
制
は
反
対

市
役
所
の
窓
口

　
　

「
民
間
委
託
」
は
大
問
題

図
書
館
使
用
料
の

　
　
　
　

減
額
は
お
か
し
い

「
議
会
の
採
決
」
を

　
　

し
て
い
な
い
も
の
は

　
　
　
　
　
　

認
め
ら
れ
な
い

ふ
る
さ
と
納
税
（
大
平
商
会
）

へ
の
委
託
料
総
計

１
億
５
８
９
０
万
円
に
反
対

統
一
協
会
と
自
民
党

         

と
の
癒
着
底
な
し
？

花
ま
る
に
1
億
円
を
超
え
て


